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地域で守る、交通安全

健康診査(三ツ瀬・加久保・中在家） 
健康診査結果説明会（尾呂・柿野・先林集会所） 

 

文化の日　東栄フェスティバル  

健康診査(大下田・上下尾沢・上下親所・上下平
井・上下長沢） 

 サッカー教室 

 

巡回職業相談10：00～産業会館 
●ペットボトル等回収日 三ツ石・川角 
骨密度健診　さわやかクラブ 

 絵手紙教室 
 足込 

 古戸 

骨密度健診 

健康審査（全地区） 
健康づくり大学町外向けキャンパス 本郷 

健康審査（全地区） 
町民バレーボール大会 
健康づくり大学町外向けキャンパス 

健康診査結果説明会(足込生活改善センター） 

 本郷 

 東薗目 

親子教室 下田 
骨密度健診 

 西薗目 

 月 

メンタル相談 
機能回復訓練　骨密度健診 

 サッカー教室、ことばあそび 

  

  

勤労感謝の日 

乳幼児健診 三輪 
 

 

 中設楽・御園 

 

健康づくり大学 サッカー教室 
 月・布川・尾呂・柿野・先林 

健康診査結果説明会（老人憩の家明寿荘） 

 

健康診査結果説明会（西薗目集会所） 

ペットボトル 
白トレイ 
乾電池回収日 

緑風園生きがい 
デイサービス 

生涯学習 

まめともクラブ 

● 

1月 

2火 

3水 

4木 

5金 

6土 

7日 

8月 

9火 

10水 

11木 

12金 

13土 

14日 

15月 

16火 

17水 

18木 

19金 

20土 

21日 

22月 

23火 

24水 

25木 

26金 

27土 

28日 

29月 

30火 

文
化
祭
作
品
展 

～表紙の写真について～ 人口と世帯（9月末日現在） 

納税等（納期限11月30日） 

住民基本台帳+外国人登録 

人　口 4,000人 （＋6） 

 男 1,857人 （＋2） 

 女 2,143人 （＋4） 

世帯数 1,698世帯 （＋2） 
※（　）内は前月比 

国 民 健 康 保 険 料  

後期高齢者保険料 

介 護 保 険 料  

保 育 料  

水 道 使 用 料  

下 水 道 使 用 料  

農業集落排水使用料 

住 宅 使 用 料  

　10月 4日、奥三河地域の連携と地域資源のさら
なる掘り起こし、地域の活性化を目的として作られ
た、花祭ラッピングバス「花祭号」がお披露目され
ました。花祭号は、新城設楽山村振興事務所を出発
し、愛知県庁などでＰＲを行いました。今後は奥三
河観光協議会によって花祭号を使った「奥三河再発
見ツアー」が企画されています。「花祭を世界遺産
に」という期待が込められたこのバスに、みなさん
も乗ってみませんか？

問い合わせ先：役場経済課 76‐1812
写真下 /10 月 17 日、旧中設楽小学校で行われた
元気城山ふれあい収穫祭の様子です。さつまいもを
掘って焼き芋にしたり、子供のダンスや楽しいゲー
ム、歌ぐら・湯ばやしなど盛りだくさんの企画で、
参加した約 110 名は愛着ある小学校跡地で秋の一
日を過ごしました。
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地域で守る、交通安全
　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
す
。
あ
た
り
ま

え
で
、
簡
単
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
昨
年
度
は
約

73
万
6
千
700
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
う
ち
4
千
900
名
の

人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
9
月
末
現
在
、
愛
知
県
の
交
通
事
故
死
者
数
は
146
件

で
、
東
京
・
北
海
道
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
3
位
で
す
。

　

運
転
席
や
助
手
席
だ
け
で
は
な
く
、
後

部
座
席
に
乗
車
す
る
人
に
も
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
万
が
一
交
通
事
故
に
遭
っ
て
も
死

亡
事
故
に
ま
で
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
車
に
乗
っ
た
ら
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」

を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

区分 運転席
同乗者

合計
助手席 後部席

合 計 30 5 6 41
着 用 7 1 1 9
非着用 23 4 5 32
効果有 11 1 4 16

【注】効果有は着用していれば助かったと思われる人

都道府県 9月末 増減数 増減率
1 東 京 152 1 0.7
2 北海道 147 0 0.0
3 愛 知 146 -12 -7.6
4 茨 城 143 -9 -5.9
5 埼 玉 141 -3 -2.1
6 大 阪 136 -12 -8.1
7 兵 庫 135 22 19.5
8 千 葉 128 -7 -5.2
9 神奈川 126 9 7.7
10 福 岡 117 -15 -11.4
全　　国 3,405 -23 -0.7

郡内 東栄町内
物損 19 10
人身 4 0

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
！

平成22年 6月調査

都道府県別死者数

シートベルト着用状況（愛知県）

シートベルト着用率

平成22年9月中の
交通事故発生状況
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地域で守る、交通安全
　

現
在
、
東
栄
町
で
は
悲
し
い
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
、
多
く
の
住
民
が
協
力
し

合
い
、
個
人
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
設
楽
支
部
東
栄
分
会

分
会
長 

佐
々
木
経
人
さ
ん
（
古
戸
）

　

平
成
22
年
4
月
に
立
ち
上
げ
た
、「
愛

知
県
交
通
安
全
協
会
設
楽
支
部
東
栄
分

会
」。

　
「
立
ち
上
げ
よ
う
！
」
と
い
っ
て
か
ら

約
2
年
。
最
初
は
立
ち
上
げ
る
た
め
の

「
勉
強
会
」。
続
い
て
「
考
え
る
会
」、
そ

し
て
各
地
区
か
ら
の
選
出
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
「
発
起
人
会
」
と
組
織
は
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
り
、
そ
し
て
設
立
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、東
栄
町
の
会
員
は
約
千
100
名
。

4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
任
意
で
徴
収
す

る
、
一
人
当
た
り
年
間
500
円
の
会
費
で
、

自
動
的
に
会
員
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
徴
収
し
た
会
費
は
、
設

楽
支
部
へ
の
会
費
の
ほ
か
、
道
路
の
草
刈

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
、
町
内
の
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
間
一
般
で
、
高
齢
者
や
子
供
な
ど

が
犠
牲
に
な
る
交
通
事
故
が
多
い
中
、
東

栄
町
で
も
な
に
か
で
き
な
い
か
。
東
栄
分

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人

で
も
多
く
の
人
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
れ
ば
い
い
。
大
き
な
こ
と
は
で

き
な
い
け
れ
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
の
積

み
重
ね
が
大
切
。」
と
佐
々
木
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
徹
底
さ
せ
る
べ
く
、
現

在
は
各
地
区
か
ら
総
代
30
名
、
役
員
15
名

を
筆
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
啓
発
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

東
栄
小
学
校
が
、
愛
知
県
警
察
本
部
と

財
団
法
人
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
会
長
か

ら
、
9
月
27
日
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
栄
小
学
校
児
童
の
あ
い
さ

つ
や
自
転
車
教
室
の
実
施
、
交
通
安
全
の

啓
発
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
交
通
安
全

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
で
す
。

　

今
年
4
月
に
町
内
の
小
学
校
が
1
校
に

な
っ
た
こ
と
で
、
バ
ス
に
乗
っ
て
登
校
す

る
児
童
が
増
え
ま
し
た
。
毎
朝
児
童
た
ち

が
バ
ス
か
ら
乗
降
す
る
際
に
は
、
学
校
・

P
T
A
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
「
見
守
り
隊
」
や
民
生
児
童
委

員
、
地
元
駐
在
な
ど
多
く
の
人
々
が
道
路

に
立
っ
て
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

バ
ス
が
停
ま
る
と
、
児
童
た
ち
は
地
域

の
み
な
さ
ん
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
、
さ
わ
や
か

な
一
日
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
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毎
年
春
夏
秋
・
年
末
の
4
回
、
東
栄
町

で
は
「
交
通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
中
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
街
頭
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
東
栄
町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
や
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
設
楽
支
部
東

栄
分
会
、
設
楽
警
察
署
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

が
集
ま
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
9
月

21
日
に
行
わ
れ
た
街
頭
啓
発
で
は
約
50
名

が
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
啓
発
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

東
栄
町
営
バ
ス
の

運
転
手
の
み
な
さ
ん

　

町
営
バ
ス
に
乗
る
の
は
、
小
中
学
生
や

お
年
寄
り
が
ほ
と
ん
ど
。

　

現
在
は
5
路
線
を
8
人
交
代
で
運
転
し

て
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
」「
あ
り
が
と
う
」
の
あ
い

さ
つ
は
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
特
に

お
年
寄
り
は
、
バ
ス
に
乗
る
と
顔
見
知
り

が
い
て
、「
や
っ
と
か
め
だ
の
ん
」「
元
気

だ
っ
た
か
ん
？
」
な
ど
お
友
達
同
士
の
会

話
も
は
ず
ん
で
い
ま
す
。

　

東
栄
町
の
バ
ス
は
、
バ
ス
停
で
は
な
い

と
こ
ろ
で
も
手
を
上
げ
て
合
図
を
す
れ
ば

乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。
交
差
点
や
後
ろ

に
車
が
い
る
場
合
な
ど
、
希
望
の
位
置
で

停
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
バ
ス
が
完
全
に
停
車
し
て
か
ら
乗

り
降
り
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
ら
な
い
か
ら
、
交
通
事
故
と
は
無
関
係

だ
。」
な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
？

　

交
通
事
故
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
同
乗
者
、
歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
す

べ
て
の
人
に
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
、ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も「
絶

対
に
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

普
段
の
生
活
か
ら
、
注
意
で
き
る
こ
と

は
実
践
し
、
悲
し
い
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
の
起
き
や
す
い
時
間
帯
は

日
没
前
後
。
夕
方
に
な
る
と
、
会
社
や
学

校
帰
り
の
車
や
歩
行
者
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
見
え
に
く
く
な

り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
の

時
期
は
、
日
が
短
く
な
る
た
め
、
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
原
因
の
主
な
理
由
は
、
居
眠

り
・
脇
見
・
一
時
不
停
止
な
ど
で
す
。
ま

た
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
や
カ
ー

ナ
ビ
の
操
作
も
危
険
で
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
安
全

な
ま
ち
・
東
栄
町
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
東
栄
町
で
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が

5
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

身
事
故
や
物
損
事
故
な
ど
死
に
至
ら
な
い

事
故
は
毎
月
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
交

通
事
故
に
は
遭
わ
な
い
。」「
自
分
は
車
に

9 月 21日、三輪地区
内で行われた街頭啓
発のようす



9 月の契約（入札分）結果 ［単位：千円］

工事名等 業者名等 落札金額 （予定価格）

町道隧道口三津瀬線舗装修繕工事（本郷地内） （株）田中組 2,450

東栄浄化センター１系返送汚泥ポンプ
（No.1、No.2）分解修繕及び汚泥供給ポンプ
（No.1）分解修繕工事（下田地内）

（株）エステム 2,470

作業路唐沢線新設工事（三輪地内） （有）森建設 1,350

　振草古戸出身、名城大学農学

部の佐々木雄太くんが、9月 19

日大阪府で行われた「第 35 回

全国学生相撲　個人体重別選手

権大会」65 ㎏未満の部に出場

しました。

　佐々木くんは、大学に入って

から相撲をはじめたにもかかわ

らず、全国の強豪たちを接戦の

末次々と倒し、見事 3位に輝き

ました。

　佐々木くんの今後の活躍が楽

しみです。

　町体育指導委員の村松光彦さ

ん ( 月 ) と、山城優子さん ( 本

郷)が、それぞれ永年勤続20年・

10年の表彰を受けました。

　表彰は 9月 25 日に日本ガイ

シホールで行われ、1,000 名の

体指仲間の惜しみない拍手に包

まれました。

　大木茂さん ( 三輪 ) が、経済

産業省原子力安全・保安院長よ

り表彰されました。

　これは、長年電気工事に携わ

り、電気関係従事者の人材育成

など電気の保安に努められたこ

とや、ボランティア活動など地

域への貢献が認められたもので

す。

　中部 6県の中から団体・個人

合わせて 20 名が選ばれ、8 月

24 日名古屋市内で行われた表

彰式に出席されました。

66平成22年11月号  No.6117

全国3位

全国学生相撲
電気保安
の功労

体育指導員
永年勤続表彰



前年度利用者数　6,191 

前年度利用者数　3,596 

前年度利用者数　938

施設利用のようす/9月 平成22年9月の利用者数 9月までの累計利用者数 

前年度利用者数 　183,012 
営業当初からの累計利用者数 2,004,549

 3,113 （4,586） 

 1,944 （1,376）  

 406 （825） 

 94,347 （99,726） 

 428 （608） 

 363 （217）  

 17 （69） 

 13,941 （16,475） と う え い 温 泉  

千 代 姫 コ テ ー ジ 

森林体験交流センター 
「スターフォーレスト御園」 

交 流 促 進 セ ン タ ー  
「 千 代 姫 荘 」 

施設利用のようす/9月 ※カッコ内は前年度同月による 「単位：人」 施設利用のようす/9月 

66平成22年11月号  No.6117

開
催
日
／
平
成
22
年
9
月
21
日

会
議
名
／ 

東
栄
町
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会

内
容
／

・ 

平
成
22
年
度
介
護
保
険
事
業
状
況
中
間

報
告
に
つ
い
て

・ 

第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
事
業
状

況
に
つ
い
て

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
状
況
に

つ
い
て

・ 

東
栄
町
の
介
護
・
医
療
・
福
祉
を
考
え

る
会(

仮
称
）
設
置
に
つ
い
て

10
月
10
日(

日)　

東
栄
ド
ー
ム
に
て

優　

勝
／
西
薗
目

準
優
勝
／
足
込

三　

位
／
本
郷

敢
闘
賞
／
振
草

町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

問
い
合
わ
せ
先　

株
式
会
社
東
栄
チ
キ
ン

七
六

－

〇
六
三
八

　

こ
の
た
び
、
東
栄
町
の
生
産
者
が
育
て

た
鶏
を
使
っ
た
東
栄
チ
キ
ン
ウ
イ
ン
ナ
ー

と
東
栄
チ
キ
ン
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
特
産

品
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
東
栄
チ
キ
ン

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
実
は
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は

商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

製
造
中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

「
ま
た
食
べ
た
い
」

と
い
う
声
が
多

く
、
産
学
官
連
携

（
産
業
・
学
校
・

官
公
庁
）
の
共
同

で
研
究
を
重
ね
、

新
し
く
な
っ
て

復
活
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
に
は
、「
東
栄
町
か
ら
出
て

行
っ
た
人
が
、
東
栄
チ
キ
ン
を
食
べ
て

ふ
る
さ
と
東
栄
町
を
思
い
出
し
て
く
れ
れ

ば
。
そ
し
て
、
東
栄
町
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
着
色
料
を
使
わ
な

い
、
素
朴
な
味
か
ら
も
生
産
者
の
思
い
が

伝
わ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

※ 

産
学
官
連
携
＝
株
式
会
社
東
栄
チ
キ
ン
・
国

立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
・
東
栄
町
の
連
携

で
す
。

千
代
姫
荘　

七
六

－

〇
四
八
九

　

半
年
ほ
ど
前
か
ら
、
千
代
姫
荘
の
前
で

直
売
所
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

旬
の
野
菜
や
東
栄
町
で
採
れ
た
食
材
を

使
っ
た
手
づ
く
り
の
総
菜
や
お
弁
当
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

営
業
は
土
・
日
・

祝
日
の
午
前
11
時
か

ら
午
後
1
時
ま
で
と

短
い
で
す
が
、
千
代

姫
荘
で
働
く
お
母
さ

ん
た
ち
と
の
会
話
も

楽
し
い
は
ず
！
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　9月 22日、「家庭内の事故を防ぐために～高齢者の安全を守る家庭内の環
境整備～」「知っておきたい家庭での救急法」をテーマにハートフルケアセミ

ナーが開催されました。
　日本福祉大学社会福祉総合研究センター研究講師で、看護師
でもある飯島佳代さんから、お年寄りと同居している際に注意
したい、転倒予防や転倒時の対応などをわかりやすく説明して
いただき、参加者たちは真剣な表情で聞き入っていました。

　9月 25 日 ( 土 )、町民向けの健康づくり大学が、花祭会館を中
心に行われました。
　午前中は、ノルディックウォーキング講師の亀谷先生による講義
から始まり、実際にコースを歩いたり、恒例のテホへ体操などで体
を動かしました。
　午後は笑いと健康で漫才や漫談で大いに笑い、三輪の長泉院へ移
動し伊藤住職の指導のもと「座禅」を行いました。
　普段の生活では体験することのないプログラムで、いろいろな角
度から「健康」に触れた一日となりました。

　9月 22 日・23日、「月見の宴」と題した観光交流バス
ツアーに、町外から 23名が参加し、東栄町で中秋の名月
を楽しみました。
　参加者たちは、千代姫荘で宴のためのおつまみを作り、
中設楽地内に設営された橋の上でお月見を楽しみました。
　宴がはじまると、それまで雲で隠れていた月が顔を出
し、月明かりのもと志多らの演奏を楽しみ、会場は格別
の雰囲気に包まれました。
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　9月 19 日、NPO法人てほへ主催の「のき山市」が、旧東

部小学校で開催されました。のき山市は、今年 3月の東部小

学校閉校前までは、同校の児童たちが行っていたものです。

　この日は、絵本作りや自

然観察、草木染め体験等のワークショップのほか、合唱劇「カ

ネト」、さんさ踊りや志多らの和太鼓演奏などさまざまな企

画があり、「日ごろお世話になっている皆さんに感謝をこめ

て」という東部小学校の児童が行っていたのき山市の意志を

引き継いだ、新しいのき山市となりました。

男子共通 100 Ｍ
　　3位 折田　一樹
男子共通 3000M
　　3位 伊藤　柊平
男子共通 400MR
　　2位 東栄中学校
男子共通走幅跳
　　2位 高野　純也
男子共通走高跳
　　2位 本田　清貴
男子 2年 1500M
　　3位 前地　諒
女子共通 100Ｍ
　　1位 松野平加奈 3 位 本家美乃梨
女子共通 1500M
　　2位 原田　茉優 3 位 村雲ひいな
女子共通 400MR
　　1位 東栄中学校

女子 1年 100 Ｍ
　　3位 本多　弘奈
女子 1年 800 Ｍ
　　3位 本多　弘奈
女子 2年 100 Ｍ
　　1位 鎌倉有良桂
女子 2年 1500M
　　1位 鎌倉有良桂 3 位 伊藤　楓
混成 400MR
　　1位 東栄中学校
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 10月5日（火）本郷地区
グラウンド

ゴルフで

楽しいひと
とき

 10月14日（木）西薗目地区

昔のレコードで曲あてクイズ
昔話もはずみます



　愛知県は、奥三河の魅力や地域資源の情報発信力を高めることを目的に、ホームページ「キラッと　

奥三河観光ナビ」を平成 23年 3月に立ち上げます。そこに登場するマスコットキャラクター（五平餅）

の名称を募集しますので、ご応募下さい。

◆応募期間

　平成 22年 11月 1日（月）～平成 22年 12月 28日（火）

◆応募方法

　①専用ホームページ（http://www.okuminavi.jp）から

　②専用応募用紙にて

　専用応募用紙及び応募箱を東栄町役場と東栄町商工会に設置しますので、必要事項を記入し投函。

　※一人何点でも応募可能ですが、応募用紙 1枚に付き 1名称で応募して下さい。

◆賞品

　　1人 3千円分の商品券を平成 23年 3月（予定）に受賞者本人へ発送します。

　　同一名称が選ばれた場合は、抽選により 5名まで受賞者を決定します。

問い合わせ先

　愛知県新城設楽山村振興事務所山村振興課　「キラッと　奥三河観光ナビ」担当まで

　電話 0536 － 23－ 2111（内線 232）　FAX 0536 － 23－ 6950

　http://www.okuminavi. jp
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　平成 21年度から開始した「あいち森と緑づくり税」。
　東栄町でも「森林の整備」や「木の香る学校づくり」
など様々な取り組みを行いました。人工林の整備という
ことで、岡崎市をはじめ 8市町村で 753ha のを間伐。
うち、東栄町では振草地内や御殿地内で 116.54ha の
間伐を行いました。
　また、名古屋市をはじめ 5市町村で学習机など 1,290
セットを導入した「木の香る学校づくり」のうち、東栄
小学校に 120セットの机といすを導入しました。

◇日時／ 12月 4日（土）
　①愛知駅伝
　　昼 12時 30分スタート
　②愛知ふるさと市
　　午前 10時から午後 4時ごろまで
◇場所／愛・地球博記念公園（長久手町）
　 入場無料、雨天決行です。みなさんお
誘い合わせのうえぜひご来場下さい。
また、東海テレビで生中継もされます。

▽問い合わせ先　愛知駅伝事務局
　電話（052）954 一 1167
▽ホームページ
　http://tokai-tv.com/ekiden10/

▼

間
伐
前

▼

間伐後
　古戸地内

▼

東栄小学校
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○
日
時　

11
月
12
日
（
金
）

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

○
場
所　

蒲
郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
駐
車
場

（
Ｊ
Ｒ
蒲
郡
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

七
六

－
〇
五
〇
一

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で 

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら

「
く
じ
」で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、

全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

数
は
、
予
想
さ
れ
る
裁
判
員
裁
判
対
象
事

件
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す

が
、
平
成
23
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
数
は
、全
国
で
約
31
万
6
千
人
で
す
（
有

権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
約
330
人
に

1
人
）。

☆
裁
判
員
候
補
者

　
　
　
　

名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て 

　

平
成
23
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

｢

愛
知
県
最
低
賃
金｣

は
、10
月
24
日
か
ら

　

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
愛
知
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金(

７
業
種)

に
つ
い
て
は
、
現
在
改

正
等
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す
の
で
、
今

後
の
改
正
状
況
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

全
国
の
消
防
団
が
日
頃
鍛
え
た
消
火
技

術
を
披
露
す
る
こ
の
大
会
は
「
消
防
団
の

甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
特

産
品
の
即
売
、
地
震
体
験
車
の
試
乗
や
救

命
講
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
楽
し
く
防
災
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

録
さ
れ
た
人
に
は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
送
り
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
24
年
２
月
頃
ま
で

の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁

判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

事
前
に
伝
え
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
は
、
愛
知
県
多
重
債
務
者
相
談
強

化
月
間
で
す
。

　

愛
知
県
で
は
5
か
所
の
会
場
で
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
借
金
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
一
度
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
、
司
法
書
士

又
は
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。
相
談
は
、

電
話
又
は
面
談
で
行
い
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

〇
五
三
二

－

五
二

－

七
三
三
七
（
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
）

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
で
困
っ
て
い
る
人
を
対

象
に
こ
こ
ろ
の
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

町
の
保
健
師
が
話
を
聞
き
ま
す
の
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

開
設
日
／
11
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

12
月
17
日
（
金
）

時
間
／
午
後
1
時
半
〜
2
時
半
ま
で

場
所
／
食
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

※ 

開
設
日
の
2
日
前
ま
で
に
役
場
住
民
課

衛
生
係
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
衛
生
係　

七
六

－

〇
五
〇
三

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
 

　
　
　
　
　
　
の
改
正
 

全
国
消
防
操
法
大
会
 

 （
蒲
郡
大
会
）の
開
催
 

裁
判
員
制
度
 

〜
間
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
発
送
し
ま
す
〜
 

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
 

の
お
知
ら
せ
 

時
間
給　

745
円

こ
こ
ろ
の
相
談
室
を
 

　
　
    開
設
し
ま
す
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月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

10

9

◆
お
誕
生氏　

名

保
護
者

住
所

伊　

藤　

由　

依

勝
之

振
草

大　

野　

穂　

邦

肇

園

渡　

辺　

美　

咲

和
広

本
郷

原　

田　

晴　

輝

拓
巳

下
川

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
不
慮
の
業
務

上
災
害
・
通
勤
災
害
を
被
っ
た
場
合
、
失

業
し
た
場
合
、
高
年
齢
者
で
賃
金
が
低

下
し
た
状
態
で
継
続
し
て
働
い
て
い
る
場

合
な
ど
に
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
業
主
に
は
、
各
種
助
成
金

が
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

新
城
公
共
職
業
安
定
所　

管
理
課
業
務
係

　

〇
五
三
六

－

二
二

－

一
一
六
〇

　

三
遠
南
信
地
域
の
市
町
村
及
び
経
済

界
等
で
構
成
す
る
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
（
S
E
N
A
）
で
は
、

現
在
、
社
会
的
企
業
（
事
業
性
を
確
保
し

な
が
ら
地
域
の
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業

体
）
の
創
業
及
び
人
材
創
出
を
支
援
し
、

雇
用
の
創
出
を
図
る
「
三
遠
南
信
地
域
社

会
雇
用
創
造
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、「
社
会
起
業
プ
ラ
ン
・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
社
会
的
企

業
を
起
業
す
る
優
秀
な
事
業
計
画
を
選
定

し
、そ
の
策
定
者
の
起
業
を
支
援
す
る
「
社

会
的
企
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

及
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
）

研
修
に
よ
り
人
材
を
育
成
し
、
社
会
的
企

業
へ
の
就
業
を
支
援
す
る
「
社
会
的
企
業

人
材
創
出
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」

を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
的
企
業
を
起
業
す
る
事
業

計
画
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
受
講

す
る
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
応
募

方
法
等
、
事
業
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、

内
閣
府
の
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
、
事
業
の
一
部
を
委
託

し
て
お
り
ま
す
。

・ 

第
2
期
社
会
起
業
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
募
集
締
切　

平
成
22
年
11
月
30
日

・ 

第
3
期
研
修
生
募
集
期
間　

　

 

平
成
22
年
11
月
4
日
〜
平
成
22
年
12
月

3
日

事
業
主
体　

三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
会
議
（
S
E
N
A
）

◆
お
悔
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

山　

本　

節　

子

82

御
殿

伊　

藤　

光　

順

76

御
殿

松　

本　
　
　

志

93

園

は
る　
　

 

き

み　
　

さ
き

み　
　

く
に

ゆ　
　

  

い

問
い
合
わ
せ
先　

○ 

社
会
起
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
つ
い
て

　

三
遠
南
信
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業　

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
務
局

株
式
会
社　

サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト

電
話
／
○
五
三
二

－

四
四

－

一
一
二
七

U
R
L

／h
ttp
://w

w
w
.sen

a-

in
cu
b
ation

.jp
/

○ 

社
会
的
企
業
人
材
創
出
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

　

三
遠
南
信
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業　

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局

社
団
法
人　

東
三
河
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

電
話
／
○
五
三
二

－

二
一

－

六
六
四
七

U
R
L

／h
ttp
://w

w
w
.sen

a-

in
tern

sh
ip
.jp
/

日
時
／
12
月
4
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

場
所
／
豊
橋
商
工
会
議
所
（
3
階
）

講
演
／
民
俗
芸
能
学
会
評
議
員

山　
　

一
司 

氏

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
経
済
課　

七
六

－

一
八
一
二

月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

10

9

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、 

必
ず
入
る
も
の
。
 

そ
れ
は「
労
働
保
険
」で
す
！
 

社
会
的
企
業
を
起
業
す
る
 

事
業
計
画
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
 

三
遠
南
信
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業
 

花
祭
 世
界
遺
産
登
録
の
 

講
演
会
 



◇ 

給
油
前
に
は
、
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に

触
り
、
静
電
気
対
策
を
す
る
。

◇
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

◇ 

給
油
ノ
ズ
ル
は
奥
ま
で
差
し
込
み
、
給

油
が
止
ま
っ
た
後
の
注
ぎ
足
し
は
し
な

い
。

◇ 

給
油
キ
ャ
ッ
プ
は
、
忘
れ
ず
閉
め
る
。

以
上
の
6
点
に
つ
い
て
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
増
え
て
い

る
事
故
が
、
静
電
気
火
災
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
期
は
、
静
電
気
が
溜
ま
り
火
災
に

繋
が
り
や
す
く
な
る
の
で
、
一
層
の
注
意

が
必
要
で
す
。

静
電
気
火
災
の
原
因
と
し
て

◇ 

静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
ら
ず
、
給
油

を
行
っ
た
。

◇ 

給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
た
た
め
、
再

度
静
電
気
が
蓄
積
さ
れ
た
。

問
い
合
わ
せ
先

新
城
市
消
防
本
部　

消
防
総
務
課

〇
五
三
六

－

二
二

－

四
八
〇
二
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秋
に
入
り
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具

な
ど
、火
を
取
り
扱
う
機
会
が
段
々
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
し

た
。

　

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
に
今
一
度
、
火
元
周

り
や
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
な
ど
の
点
検
を
行

い
、我
が
家
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語

【「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
】

住
警
器
標
語

【
逃
げ
て
よ
！
と

ピ
ー
ッ
と
鳴
る
よ　

住
警
器
】

◇
車
の
エ
ン
ジ
ン
は
必
ず
止
め
る
。

◇ 

ス
タ
ン
ド
の
敷
地
内
で
の
火
気
使
用
は

厳
禁
。

　
「
ぼ
か
し
堆
肥
」っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

ぼ
か
し
堆
肥
は
、土
着
菌(

土
着
微
生
物)

を
利
用
し
て
つ
く
る
肥
料
で
す
。

　

東
向
き
の
竹
や
ぶ
な
ど
に
白
っ
ぽ
く

な
っ
て
い
る
土
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が「
土

着
菌
」
で
す
。
こ
れ
に
同
量
の
白
い
ご
飯

を
混
ぜ
て
一
晩
寝
か
し
ま
す
。
翌
日
、
米

ぬ
か
と
水
を
加
え
て
2
日
く
ら
い
寝
か
す

と
、
菌
が
発
酵
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
米

ぬ
か
・
な
た
ね
粕
・
魚
粉
・
骨
粉
と
水
を

加
え
ま
す
。
す
べ
て
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も

の
に
む
し
ろ
を
か
け
て
放
置
し
ま
す
。
す

る
と
、
熱
が
発
生
し
、
熱
く
な
っ
て
く
る

の
で
こ
れ
を
1
日
1
回
か
き
混
ぜ
る
の
を

約
1
週
間
続
け
ま
す
。
こ
れ
で
、「
ぼ
か

し
堆
肥
」
の
完
成
で
す
。

　

ぼ
か
し
堆
肥
は
、
昔
は
多
く
の
人
が
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
化
学
肥
料

の
ほ
う
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ぼ
か
し
堆
肥
、
効
果
が

す
ご
い
ん
で
す
！

　

野
菜
や
花
な
ど
、
い
ろ
ん
な
植
物
に
使

え
る
ほ
か
、
化
学
肥
料
を
使
う
よ
り
葉
っ

ぱ
の
色
づ
き
も
よ
く
分
厚
く
し
っ
か
り
し

て
生
育
も
良
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
虫
や
病
気
に
も
強
く
、
食
べ
て

も
味
が
格
段
に
良
い
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ

れ
ぞ
ま
さ
に
、「
無
農
薬
野
菜
」
で
す
。

　

こ
の
菌
は
、
一
度
作
っ
て
し
ま
え
ば
そ

れ
を
利
用
し
て
何
度
で
も
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

東
栄
町
に
い
る
菌
を
使
っ
て
東
栄
町
で

花
や
野
菜
を
育
て
る
。
こ
れ
が
、
何
よ
り

素
晴
ら
し
い
昔
か
ら
の
知
恵
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
佐
々
木　

夫
さ
ん(

下
田)

に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
は
ぼ
か
し

堆
肥
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
佐
々

木
さ
ん
の
畑
で
は

ほ
と
ん
ど
無
農
薬

で
元
気
な
野
菜
が

い
っ
ぱ
い
で
す
！

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
注
意
点

〜
給
油
事
故
か
ら
身
を
守
れ
〜



○
優
良
講
習(

ゴ
ー
ル
ド)

の
人

　
　

 

更
新
手
続
き
の
後
、
警
察
署
内
で
30
分
程
度

の
講
習
後
、
交
付

○
高
齢
者
講
習
済
の
人

　
　

更
新
手
続
き
後
、
交
付

○
一
般･

違
反
運
転
者
講
習
の
人

　
　

 

手
続
き
し
た
次
の
講
習
日
に
交
付

1414平成22年11月号  No.61115

◆東栄町の犯罪発生状況（9月中）

◎刑法犯総数 2 件 （16）
・窃盗犯 2 件 （12）
［自動販売機ねらい］ 0 件 （0） 
［車上ねらい］ 0 件 （1） 

参考）郡内の犯罪発生状況（9月中）

◎刑法犯総数 4 件 （36）
・窃盗犯 4 件 （27）

　

警
察
は
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
々
か
ら
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
身
近
に
話
せ
る

人
が
い
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
は
、

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
心
の
悩
み
相
談

　
　
【
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン
】

〇
五
二

－

九
五
四

－

八
八
九
七

　

も
ち
ろ
ん
設
楽
警
察
署
六
二

－

〇
一
一
〇
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。
一
人
で
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
、
多

く
の
事
件
が
解
決
し
て
い
ま
す
が
、
北
設
楽
郡
内

で
は
去
年
に
比
べ
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
全

署
員
で
犯
罪
抑
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
事

件
解
決
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
決
め
手
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
〉

○ 「
ど
う
し
よ
う
か
な
あ
」
迷
っ
て
い
る
あ
な
た
、

1
部
　
 優
勝
 
平
　
賀
　
久
　
人
 

 

2
位
 
三
　
城
　
信
　
和
 

 

3
位
 
伊
　
藤
　
　
　
美
 

女
子
 
優
勝
 
伊
　
藤
　
礼
　
子
 

総
合
優
勝
 
伊
　
藤
　
　
勉
 

月
例
会
成
績
表
 

10
月
8
日
／
東
栄
町
弓
道
場
 

東
栄
町
 

弓
友
会
 

※（  ）内は 1月からの累積

No.223

そ
の
情
報
す
ぐ
に
設
楽
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

○ 

ド
ロ
ボ
ー
だ
あ
！̃

素
早
い
情
報
が
犯
人
逮
捕

に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
事
件
だ
ぁ
！
」「
事
故
だ
ぁ
！
」「
お
か
し
い
ぞ
！
」

そ
ん
な
時
は
、
迷
わ
ず
1
1
0
番

東栄町図書館／9月購入図書
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー

有
川　

浩
（
新
潮
社
）

・
ぼ
く
と
か
あ
さ
ん

い
も
と
よ
う
こ
（
金
の
星
社
）

・ 

キ
ツ
ネ
の
お
と
う
さ
ん
が
ニ
ッ
コ
リ

わ
ら
っ
て
い
い
ま
し
た

み
や
し
た
た
つ
や
（
金
の
星
社
）

・
母
〜
オ
モ
ニ
〜

姜　

尚
中
（
集
英
社
）

・
神
の
手
（
上
）

久
坂
部　

羊
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

笑
顔
ふ
た
た
び
つ
な
げ
る
支
援

ご
利
用
く
だ
さ
い
犯
罪
被
害
相
談
窓
口

〜
11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
〜

免
許
更
新
の
案
内

あ
な
た
の
目
が

犯
罪
者
を
追
い
つ
め
ま
す
！

講
習
日
／
11
月
11
日
、
12
月
9
日
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　10月 10日・11日の 2日間、豊根村の茶臼山高原で愛知県主催の「きてみん！

奥三河 in 茶臼山」が開催されました。

　花祭りやチェンソ̶アート、志多らの他、東栄町三輪出身の谷川たかひろさん

参加のジャズバンド「boark with　friends」や田峯地区の念仏踊り、長篠・設

楽原鉄砲隊など、盛りだくさんのステージイベントで観客を魅了しました。

　また、グルメブースも奥三河の地元グルメや特産品など多

くの出店が立ち並び、東栄町からは「まちづくり倶楽部」と

「千代姫荘」が東栄町のグルメをPRしました。

　町外や県外から多くの人が訪れ、奥三河の一体感が高まっ

た 2日間となりました。

秋の茶臼山高原で、奥三河を楽しもう！
～きてみん！奥三河 in 茶臼山～

楽
し
み
、
特
技
な
ど

　

愛
知
東
農
協
東
栄
直
売
所
で
毎
日
忙
し
く
働
い

て
い
ま
す
。
野
菜
の
発
注
や
会
計
、
五
平
も
ち
の

販
売
ま
で
そ
の
仕
事
は
様
々
で
す
。「
忙
し
い
け

ど
、
や
り
が
い
も
あ
る
し
、
こ
の
仕
事
好
き
」
と

片
桐
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
食
」
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
せ
い
か
、
東
栄
町
の
農
家
か
ら

集
ま
る
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
、
外
か
ら
の
常
連

客
も
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
か
ら

「
ま
た
来
る
ね
！
」
と
い
わ
れ
る
の
が
一
番
う
れ

し
い
そ
う
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
栄
町
の
片
桐
さ
ん
。「
私

は
旦
那
よ
り
も
背
が
高
い
も
ん
で
、
ズ
ボ
ン
を
干

す
と
一
目
瞭
然
だ
に
！
」
と
大
爆
笑
！

私
の
東
栄
町
お
す
す
め
情
報

　

中
設
楽
地
区
の
151
号
線
沿
い
は
、
季
節
を
と
お

し
て
花
が
い
っ
ぱ
い
。
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

片
桐　

す
み
子
さ
ん
（
古
戸
）

東
栄
町
在
住
歴
56
年

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
栄
町
に
住
む
人
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
来
月
は
、
今
月
登
場
し
た
人
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。




